あれからも、まだまだ―この歳で独検や英検に挑戦して― by 大島 隆雄





行の 『LLニュース』 No.17に、｢ ド イツ語との長き
旅路の果てに｣ とい う一文を寄稿したこ とがある。
そこでは、 1997年夏にブレーメンでたて続けに三
つの講演とそれに続く討論を行なったこ と と、 そ
れはいわば、 ド イツ経済を研究するための ト ゥー
ルと して、 40年以上にわたって用いてきた ド イツ
語能力の総決算のよ う に思え、 ある達成感にひた
れたこ とを述べている。 当時、 ド イツ語で苦しむ
のは、 そろそろこれで終わ り にしたいとい う気持
ちだった。
しかし皮肉にも、 そこから また、 わざわざ自ら
設けた目標への戦いが始ま った。 それは、 これま
で永年やってきた ド イツ語や、 昔は少しはやった
英語の能力をなんらかの検定試験を受けて確認し
ておきたいとい う ものであった。 若い人々に交っ
て受験するのは気恥ずかしい限りであったが、 か
まわずやる こ とにした。
1999年春の名大で行なわれた独検では、 3 ・ 4級
しかなかったため、 まず 3級を受けた。 『全問題
集』 の他、 2 ・ 3級用の参考書なども勉強したかい
あって、 忘れていた語彙や文法なども思い出し、
満点で合格した。 春・秋通じて満点者は 3名あった




さ さか無謀とは思ったが、午前に 2級、午後に 1級
を受験した。 また 『全問題集』 や、 1級については
参考書がないので、 2級の参考書などで準備して
いった。 しかし前夜、 歳がいもな く緊張して 4時
間足らずしか眠れず、 2級はなんとかなったが、昼
食をと った後の 1級では頭が朦朧と して無残にも
失敗したと思った。 予想通り、 1次試験の 2級は合







して、 1 ヵ月間、絞りだすよ うに能力を鍛えた。 帰
国後の 10月、 胃潰瘍のため 2週間入院を余儀な く
されたが、 病院から秋の 1級に出願した。 夏の訓
練と入院中の休養によ ってか、 11月の南山での 1
級 1次試験は、 今度はど うやら通過した。
その後、第2次の口答試験にそなえて、 これまで
の出題傾向を調べあげたと こ ろ、 それらがすべて
最近の日本の話題に関する ものである こ とが分
かった。 そのため年末・年始にかけて 10問ほど予
想し、 独作しておいたと こ ろ、 早稲田で選択出題
された 4問中、 「学校における成績水準の低下」 と




みたされた。 だが冒頭にのべたよ う に、 ド イツ語
で講演した り、 また論文は書けても、 ド イツ人と
同じよ う には話せないし、 今後い く ら努力しても
それは不可能であろ う こ と も自覺している。
そこで私はも う一つの目標を探し求めた。 それ
は若い頃に少しはやり ながら、 殆ど忘れかけてい
た英語を思い出そう とい う こ とである。 英語は今
日、 私たちが国際会議で ド イツ人と さえそれで話
さねばならないほど、 国際的なコ ミ ュニケーシ ョ










2級も と ったので、 嬉し く なってついつい人に話
したと ころ、 2級は高校生でも取れると、軽蔑的に
批評されてがっか り した。 そこで秋からは準 1級
に挑戦したいと思っている。
このよ う に、最近3年間、私は 2 ヵ国語の検定試
験を半分は使命感から、 半分は楽しみながら受け
ま く った。 その結果いろいろ感得したこ とがある
が、 そのう ち参考になるかも しれないと思う こ と
を幾つかあげておきたい。
まず第一は、 「若い頃に習得した知識と能力は
一生の宝」 との諺どお り、 私のよ う に高齢のもの
には、 かつて習得したものを思い出すのが精一杯
であって、 それを新たに伸ばすには非常に苦労が
多いとい う こ とだ。 これはすべての知識や能力に
ついて言える こ とではあるが、 と く に外国語につ
いてそうである。 だからそれは、 ぜひ若いう ちに
マスターしていただきたい。
第二に、 外国語検定の場合、 学生のなかには、
私のゼミ生にもそのよ うな者がいたが、 いっき ょ
に高い水準を目指して、 何度も失敗しながら、 つ
いに合格する人もいる。 だが、 私の経験では、 力
に応じたと こ ろから始めて、 一つ一つ高みに登っ
てい く方がよいよ う に思う。 そうすれば、 基礎的
なものから高次なものへと着実に能力を伸ばせる
し、 自信をも って検定を受ける こ とが楽しみにも
なる。
第三は、 と く に欧米の言語は構造的に日本語と
非常に異なるため、 私たちにと って リ スニングが
いちばん難し い と い う こ とだ。 そしてその困難
は、 1～2年留学したから といって自然に解消する
わけでもない。 一連の意味をも った言葉が、 一連
の音の流れと対応して理解できるためには、 テキ
ス ト を読みながら、市販のカセッ トやCD、 または
LL教室の AV機器を用いて、 独自に繰り返し訓練
する必要がある。 相手の言う こ とが分かれば、 外
国語はすでに半分、 習得したも同然である。 この
リ スニング能力は、 若い時ほどスムーズに上達す
るので、 ぜひ、 この点で努力するよ う心がけてほ
しい。
イタ リ ア語を学ぶ気などま った く なかった。 そ
れが、 今や、 一番親しむ外国語で一番苦労する外
国語がイタ リ ア語とい う具合になってし ま ってい
る。 そのきっかけは、 ま こ とにあっ さ り と したも
のだった。
大学院マスター・コースの終わ り近く、指導教授
から、 有り難いこ とに、 助手と して本格的な研究
者の道を進むよ う勧めていただいた。 同時に、 こ
れまで関心を持ってきたマキァヴェ ッ リ を これか
ら さ らに本格的に研究してい く なら、 作品を原語
で読まなければならないね、 と穏やかな忠告をい
ただいた。 その通りだと思ったので、 私も穏やか
に、 はい、 と答えた。 その後すぐ始まる大苦戦な
ど、 ま った く想像も しなかった。
それまで見ていた我が国のマキァヴェ ッ リ研究
のほとんどが、 さ ら には彼の時代のルネサンス研
究すら もが、 ド イツの翻訳、 研究に依存しそれに
基づいたものである こ とに疑問と不満を覚えてい
た。 だから、 マキァヴェ ッ リの作品を原語で読ま
ねばならないとい う指導教授の言葉に、 そうだそ
の通りだ、 さすが先生はいいこ とを言うなと生意
気な感想を抱きながら、 あっ さ り応じたのだ。 そ
の原語すなわちイタ リ ア語のジャングルに迷い込
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